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第４章 計画の円滑な推進のために 
 
１ 推進体制 

○ 高齢者施策は、地域社会・地域づくり全般に関わるものであるため、その推
進にあたっては庁内関係部局がそれぞれの役割を果たすとともに連携を深め、
2040年を見据えた取組を部局横断的に推進します。 

○ さらに、県民や地域、NPO、ボランティア、関係団体、医療法人や社会福祉法
人などの事業者、市町などがパートナーシップのもと、地域包括ケアシステム
の深化・充実に向けて、それぞれの立場で役割と責任を分担し、協働・連携の
もと一体となって取組を推進します。 

 
２ 県の役割 

○ 暮らしを支える滋賀の「医療福祉」の推進という考えのもと、医療・介護連
携や地域包括ケアの推進の最前線である市町の取組を支援します。 

○ 高齢者に留まらず、多様な人々が一人ひとり生きがいや役割を持ち、人と人、
人と社会がつながり、共に支え合う社会の実現を、さらには多様な人びとの違
いを認め合い、誰もがその人らしく活躍できる「共生社会」の実現が必要であ
るという認識のもと、部局間の垣根を越えて施策に取り組みます。 

○ 広域的な課題解決の観点から県民や地域、市町などの生きがいや健康づくり、
介護予防、生活支援、在宅医療・介護連携、認知症施策、地域包括ケアシステ
ムの構築・深化などの取組を支援します。 

○ 保健・医療・福祉サービスの人材確保施策や、専門的人材の確保と質の向上
に積極的に取り組むとともに、市町や関係機関が行う人材確保にかかる取組を
支援します。 

○ 保健・医療・福祉サービスを提供するための基盤整備に取り組みます。 

○ 市町が保険者としての機能を発揮するために、地域包括ケア「見える化」シ
ステムなどを活用した現状分析を行い、分析結果を市町に提供するとともに、
市町における高齢者の自立支援・重度化防止に向けた取組や介護給付の適正化
に向けた取組を支援します。 

○ 介護給付等対象サービスを提供する事業者について、利用者から良質な事業
者が選択されるよう、介護サービスの自己評価の実施を促し、結果を公表する
とともに、保険者である市町と連携をして事業者の指導監督に対応します。 

○ 広域での感染症の流行や災害時に備え、非常時には国や市町と協力して県民
への支援を行うとともに、事業者等とともに介護サービス基盤の維持を図りま
す。 

 
３ 各主体の役割 

（１）県民に期待される役割 

○ 県民一人ひとりが、生涯を通じて健康でいきいきと過ごせるよう、健康づく
りや生きがいづくり、介護予防に積極的に取り組むことが期待されます。 

○ 高齢者は支援される側という一面的な捉えではなく、地域づくりの担い手と
して社会参加を進め、世代を超えて地域住民が共に支え合うということが期待
されます。 

○ 高齢者の人権や認知症についての正しい理解と人権に配慮した行動が期待さ
れます。 

○ 自らのニーズにあったサービスの選択と利用者自らがサービスの質について
点検する姿勢を持つなど、利用者自身の主体的な関わりが期待されます。 
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○ 感染症を正確に理解し、適切な感染予防策をとったり、災害時のリスクを認
識し、それに備えることが期待されます。 

 
（２）地域・団体に期待される役割 

○ 地域・団体では健康づくり、介護予防の実践や住民参加の地域活動など自主
的な活動を進めるとともに、高齢者が活躍できる場や機会づくりに取り組むこ
とが期待されます。 

○ 日常の見守りや声かけにより、感染症の流行や災害時等の非常時も含めて、
支援の必要な高齢者や家族を地域で支える取組が期待されます。 

○ 近隣での助け合いや住民参加の地域活動の実践とともに、高齢者、障害者、
子どもたちが自然に集い、住民がお互いに支え合う仕組みを創りあげていく取
組が期待されます。 

○ 保健・医療・福祉サービス従事者などの職能団体などによる、自主的あるい
は他と協働した質の向上への取組が期待されます。 

○ サービス事業者に留まらず、労働者を雇用する事業者が、従業員の仕事と介
護等の両立が図られるよう、取組を進めていくことが期待されます。 

 
（３）事業者に期待される役割 

○ 身近なところで必要な時に必要なサービスが提供されるよう、地域の医療・
介護ニーズに対応したサービスへの参入が期待されます。 

○ 人権尊重を基本に、質の高いサービス提供や虐待の発見、認知症の早期対応
など地域での役割を果たしていくという視点にたった取組が期待されます。 

○ 職員の採用や処遇の改善、働きやすい環境づくりなどは、雇用主である事業
者が第一義的な責任を有します。さらに、職員の職業能力向上のため、研修へ
の派遣、事業所内研修の充実などに主体的・積極的に取り組むことが求められ
ます。 

○ 利用者本位のサービス提供の観点から、サービス評価や苦情対応体制の充実
をはじめとしたサービスの質の確保と向上に向けた自主的な取組が求められま
す。また、利用者のサービス選択を可能にするよう、利用者にとって使いやす
い事業者情報の積極的な公表が期待されます。 

○ 社会福祉法人については、公益性を有する社会福祉事業を主たる事業とする
非営利法人として、低所得者や生活困窮者の対応など、地域の福祉ニーズに対
応した社会貢献の取組が求められています。 

○ 個々の事業者が感染症の流行や災害時へ備えるとともに、事業者間での相互
支援の仕組みに参画することが期待されます。 

 
（４）市町の役割 

○ 住み慣れた地域（日常生活圏域）で、医療、介護、予防、住まい、生活支援
サービスが、切れ目なく提供されるよう地域包括ケアの推進が必要です。 

○ 住民に最も身近なところでの総合的な支援体制の充実や、地域におけるサー
ビス基盤の整備が求められます。 

○ 介護保険制度の保険者として、地域密着型サービスをはじめとした事業者の
サービスの質の向上に向けた指導助言や苦情対応の体制整備が必要です。 

○ 地域のニーズに応じた認知症高齢者・家族に対する支援体制の整備や情報提
供、啓発活動が求められます。また、医療と介護の連携、関係機関などとのネ
ットワークの構築や虐待防止、権利擁護への対応などについて、地域包括支援
センターを中心とした体制の充実が求められます。 
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○ 県と連携・役割分担をしながら、保健・医療・福祉サービスの人材確保施策
や、専門的人材の確保と質の向上に取り組むことが求められます。 

○ 介護保険制度の持続可能性を維持するため、保険者として地域の課題を分析
し、自立支援・重度化防止に向けた取組や、介護給付の適正化に向けた取組を
推進することが必要です。 

○ 平時からの感染症への備えや、非常時における国や県と協力した住民への支
援が期待されます。 

○ 災害に備えた体制の整備・充実、住民の自発的な防災活動の促進を図ること
が求められます。 

 
４ 進行管理と評価 

○ この計画を着実に推進するため、毎年度施策の進行状況を把握するとともに、
その点検・評価を行うこととします。 

○ あわせて、計画の達成状況については、あらかじめ設定された指標などを用
いて「滋賀県高齢化対策審議会」に報告し、意見を聴取するなどして適切な進
行管理と評価に努めます。 


